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Ⅰ.  はじめに
　現代社会は、パソコンや携帯電話に象徴されるよ
うに個の時代であるともいわれている。以前に比べ
物資が増え、欲しい物がいつでも直ぐに手に入るよ
うにもなった。しかし、一方では少子化・核家族化
が進み、人と人の繋がりは益々希薄になり、人々が
いろいろな種類のストレスを感じることも多くなっ
てきた。
　このような時代だからこそ、共にからだを動かし
て考えあいながら、人との距離を縮めたり、共感す
る力を育てたり、身近な物を使って何かを創り出す
発想力が保育に求められていると考えている。学生
のコミュニケーション力や表現力を高めたいと願っ
て、「保育内容指導法演習 表現」の授業において劇
を制作し発表する活動を取りあげてきた。　
　劇の制作過程や発表において、グループのメンバ
ーと協力しあいお互いに影響を受けながら、背景の
製作・効果音・服装や役の演じ方・せりふの言い回
しなど表現方法を工夫し、劇を作り上げている様子
からは、平常授業では見られない学生のひたむきな
姿を見ることができた。その活動の中で学生が体験
し学んだことは何かについて調査をする必要を感じ
た。そこで本研究では学生の感想や自己評価アンケ
ートを元に調べながら、授業での「劇づくり」の実
践過程について検討し今後の示唆を得たい。
Ⅱ. 研究目的
　劇活動は、言葉や動きを考えたり、背景や効果
音・音楽を作ったりするので、さまざまな表現につ
いて学べる総合的な表現活動である。学生が劇を作
りあげ、発表し合うことを通して「保育内容 表現」
の理解を深めることを目的とし、本授業では「劇の
制作・発表」を取り入れてきたが、学生たちは、劇
の制作発表の中で何を学んだのかを検討したいと考
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えた。
Ⅲ.   研究方法・対象
　「保育内容指導法演習 表現」の授業は、２年生前
期の授業で全部で15回行われるが、その中の後半で
劇づくりのためのグループワークを３回行い、その
後劇発表を行った。
　幼児期と劇活動については、「保育所保育指針」
および「幼稚園教育要領」において、領域「表現」
は「感じたことや考えたことを自分なりに表現する
ことを通して、豊かな感性や表現する力を養い、創
造性を豊かにする」観点から設定されており、その
「ねらい」は次のようである。
　①いろいろな物の美しさなどに対する豊かな感性
　　を持つ。
　②感じたことや考えたことを自分なりに表現して
　　楽しむ。
　③生活の中でイメージを豊かにし、様々な表現を
　　楽しむ。
　また保育の内容の中で劇活動については「自分の
イメージを動きや言葉などで表現したり、演じて遊
んだりする楽しさを味わう」となっており、「演じ
て楽しむ」活動として、劇ごっこや劇発表などが保
育の場でも行われている。
　劇活動を授業で取り上げている理由は、背景の絵
や大・小道具など絵画制作による表現・身体表現・
言葉による表現・音や音楽による表現などが同時に
行われる総合的表現活動であるためである。また将
来保育者として子どもと共に「つもり」になって遊
べたり、仲間と試行錯誤を繰り返しながらよりよい
物を作り上げたり、身近な環境を利用して遊びの世
界を作りだせるようにと願って課題を行っている。
　劇に関係する授業の流れは、次のようである。
(1) 準備期間 (５～６月 ) 
　　　劇の制作・発表は15回授業の後半（７月中旬
　～８月上旬）であったが、それ以前の授業におい
　て次のような内容で徐々に話し合いを進めること
　により、７月のグループワークが円滑に行われる
　ようにした。
　①課題「劇の制作と発表」のねらいについて説明
　　を行った。また各グループでどのような劇をや
　　りたいかについては、数週間前から15分くらい
　　の時間を取り、徐々に話し合いを進め、 劇制作
　　開始第１回目の授業までに作品を決定しておく
　　ようにした。
　　学生が演じた作品：おおきなかぶ・シンデレ 
　　ラ・ブレーメンの音楽隊・桃太郎姫（創作）・
　　浦島太郎・三びきのこぶた・おおかみと七ひき
　　のこやぎ　
　②台本の書き方については、文末に添付した資料
　　１のような事例を配布し説明を行なった後に、 
　　配役を決めて声だけでお話の世界を感じながら
　　朗読する授業を行った。
(2) 劇の制作 (７月 )
　① 授業で提案したこと 
　　(a)第１回目のグループワーク　
　　・劇のテーマと場面構成を考える。
　　　グループ全員で何回か台本を読み、台詞の確
　　　認・見直し・脚色をする。
　　　怖さ・悲しさ・楽しさなど盛り上がる場面と
　　　テーマの関連を考え、話し合う。
　　・劇全体を、何場面から作っていくか。また背
　　　景の作り方や大道具・小道具の製作について
　　　の段取りなどについても話し合う。
　　(b) 第２回目のグループワーク
　　・役作りについて
　　　それぞれの役がどんな気持ちでせりふを言う
　　　のか、またその時にはどのような動作を伴う
　　　のかなどについて、話し合う。
　　・背景や大道具などの製作
　　(c) 第３回目のグループワーク
　　・見ている子どもたちを予想し、喜びや悲しみ
　　　や怒りなどの感情がどのように子どもたちに
　　　伝わるのかについて話し合う。
　　・劇の全体を通して練習する。
　②グループワークの内容
　　３回のグループワークで行われていた内容は、 
　　多少グループによって前後するが、大体の流れ
　　は次のようであった。
　　読み合わせ（シナリオの確認）とテーマを設定
　　する・場面構成と背景（大道具・小道具）につ
　　いて考え作り方や材料について話し合う・効果
　　音や音楽を探す・背景・大道具などの製作・衣
　　装合わせ・効果音や音楽などの音合わせ・台詞
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　と動きの確認・通し練習
　　劇の制作・発表は、くじ引きで決めた６～８名
　のグループで行った。アンケートは２回行なった
　が、一つは、「今までにどのような劇の経験をし
　たことがあるのか」について自由記述を しても
　らい、もう一つは劇発表直後に自己評価という形
　でアンケートを取り、劇の制作・発表の中で学生
　が学んだことについて調べた。今回の対象者は平
　成22年度第２学年で、時間の都合によりひとクラ
　ス（48名）である。
Ⅳ.   研究結果
　アンケートは２種類行った。「幼児期から現在に
至るまでの劇活動を経験した時期・作品名及び目
的」（自由記述）（アンケート１）と「演じること及
びグループワークについて」（アンケート２）で、
アンケート２については、いくつかの質問に５段階
評価で答えてもらった。
　また「自分の役についてどのような研究をした
か」の結果についての自由記述部分は資料２に添付
した。
１「アンケート１」の結果
　　幼児期から現在に至るまでの劇活動を経験した
　時期について、今回のアンケートからは次のよう
　であった。
(1)劇を経験した時期
（表１）劇を経験した時期（複数回答あり）
なお全く経験しなかった者は、５名であった。
(2) 演じた劇の作品と目的
　①幼児期：おおきなかぶ(8) ・さるかにがっせん(3) 
　　 ・北風と太陽(3)・降誕劇やクリスマスにちなんだ
　　劇(3)・アラジン(2)・しらゆきひめ(2)・ジャック
　　とまめのき(2)・てぶくろ(2)  おむすびころりん(2)
　　・こぶとりじいさん(2) ・はらぺこあおむし(1) ・か 
　　ぐやひめ・ふしぎの国のアリス・三びきのやぎの 
　　がらがらどん・うさぎとかめ・こびとのくつや・
　　きんのがちょう・ピーマンマン・ブレーメンの音
　　楽隊など。
　　幼児期での経験者は、全員が生活発表会・お遊戯
　　会・クリスマス会などで演じていた。
　②小学校： 演じた作品としては、２名がおおきなか
　　ぶを小学校低学年でクラス発表会・６年生を送る
　　会で演じており、それ以外には青い鳥・とべない
　　ホタルなどさまざまな作品が取りあげられてい 
　　た。目的は、６年生を送る会・クラス会などでの
　　発表が多かったが、授業の中で発表した者も１名
　　いた。
　③中学校：「三びきのこぶた」（英語劇）(２名 )で、
　　その他創作劇を学校祭（文化祭）などで演じてい
　　た。
　④ 高校：自分たちで台本を作り、創作劇を文化祭で
　　演じていた。部活動の顧問の先生の誕生祝の出し
　　物の一つに劇を演じたというものもあった。
　⑤その他：実習先（幼稚園）の誕生会で経験したり、
　　特別支援学校での実習中に体験した。
２「アンケート２」の結果
　【Ⅰ 演じることについて】
　（1）人前で演じることの抵抗感　　
　（2） 自分の心を開放して楽しく演じることについて
　（3）非言語コミュニケーションを受け入れることに
　　　ついて　
　（4）自分の役についての研究の度合いと成果　（評
　　　価と自由記述）
　【 Ⅱ グループワークについて】
　（1）グループの話し合いに対して積極的だったか 　
　（2）自分の考えを相手に伝えることについて  
　（3）メンバーの様々な考え方や創造力への気付き  
　（4）領域「表現」への理解。“感じたり考えたりす
　　　ることを大切にしながら、豊かな感性や表現力
　　　を養い創造性を豊かにする”  
　（5） 人やモノへの関わりが深まることで、表現が豊
　　　かになり、表現力が増していくことへの理解 　
　アンケート結果は、５段階評価の平均値を求めた。
また評価の基準は次のようである。
５ =大変良い　４＝大体良い　３=どちらとも言えな
い　２＝あまり良くない　１＝悪い
劇の発表前とは、劇のグループワークを始めた頃を指
し、発表後とは劇発表を行った直後のことである。但
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し「人前で演じることへの抵抗感」については、５＝
無し　４＝少し有り　３＝普通（どちらともいえない）
２＝やや強い　１＝大変強いという基準である。
（表２）アンケートの結果
 
Ⅴ.  考察
　今回は、「アンケート１」と「アンケート２」の
考察を行った。
1. 幼児期から現在までに劇活動を経験したことが 
　あるかについては、表１のような結果であった 
　が、複数回答者は全体で７名、幼児期では５名で
　あった。幼児期に劇を経験者した者は全体の57％
　であった。（複数回答を除く）また幼児期では全
　員が幼稚園や保育園での経験者であり、５歳児で
　劇発表を経験した者が一番多かった。
2. 劇の「発表前」と「発表後」に変化が見られたの
　は次のような項目であった。（表２）「劇発表への
　抵抗感 」（＋0.8） 「人やモノへのかかわりが深ま
　ることで、表現が豊かになり、表現力が増してい
　くことについての理解」（＋0.7）「領域『表現』 へ
　の理解。感じたり考えたりすることを大切にしな
　がら、豊かな感性や表現力を養い創造性を豊かに
　する」（＋0.5） 「メンバーの様々な考えや創造性へ
　の気付き」（＋0.5）
3.「非言語コミュニケーションへの気付き」、「メン
　バーの様々な考えや創造性への気付き」や「人や
　モノへのかかわりが深まることで表現が豊かにな
　り、表現力を増していくことへの理解」などは、
　いずれも「4.0」以上であった。
4.グループの話し合いに「やや消極的」と答えた者
　（７名）（以下「ア群」と記す）と「普通」　と答
　えた者（16名）（以下「イ群」と記す）について
　比較すると次のようであった。（表３）「グループ
　の話し合いに対して積極的だったか」について 
　は、イ群では発表後「＋0.4」であったが、ア群
　は 「＋1.3」と大きく向上した。また「領域『表現』 
　への理解」や「メンバーの様々な考えや創造性へ
　の気付き」や「人やモノへのかかわりが深めるこ
　とで、表現が豊かになり表現力が増していくこと
　への理解」などの項目も「＋1.2～＋1.4」と高く
　なり、これはイ群の２倍近い数値であった。グル
　ープの話し合いに自分はやや消極的であると感じ
　ていた者が、劇の制作発表に対して仲間と一生懸
　命に取り組めるようになった結果であると考え 
　る。しかし、ア群イ群ともに発表前と発表後とで
　あまり変化が見られなかった項目は、「自分の考
　えを相手に伝えることについて」であった。
（表３）「グループの話し合い」への取り組み評価が
「やや消極的」だった群と「普通」だった群における比較
（　）内は発表後を指す
質  問  内  容
人前で演じることへの抵抗感
自分の心を開放し楽しく演じる
ことについて
非言語コミュニケーションを
受け入れることについて
自分の役についての研究の
度合いと成果
グループの話し合いに対して
積極的だったか
自分の考えを相手に伝えること
ができたか
メンバーの様々な考えや
創造性への気付き
領域「表現」の理解
人やモノへのかかわりが深まる
ことで表現が豊かになり、表現
力を増していくことへの理解
発表前
2.6
2.9
4.1
3.2
3.5
3.0
3.9
3.4
3.5
発表後
3.3
3.3
4.5
3.5
3.9
3.0
4.4
3.9
4.2
質  問  内  容
グループの話し合いに
対して積極的だったか
自分の考えを相手に
伝えることができたか
メンバーの様々な考え
や創造性への気付き
領域「表現」への理解
人やモノへのかかわり
が深まることで表現が
豊かになり、表現力が
増していくことへの理解
「やや消極的」
ア群
2　（3.3）
2.4（2.7）
3.1（4.3）
2.7（4.1）
3.1（4.3）
「普通」
イ群
3　（3.4）
3.1（3.3）
3.6（4.3）
3.2（3.8）
2.6（3.6）
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5. ３回のグループワークの中では、背景などの製作
　に多くの時間を費やしていたが、セリフ・動作な
　どについて自由記述では、授業後半または各グル
　ープの発表前自主練習において話し合っていたこ
　とが読み取れる。（資料２）
　３回という日程で仕上げる劇であることは事前に
　話してはいるが、時間配分への見通しが立てられ
　ないうちに背景や大道具の製作が始まり、コミュ
　ニケーションが十分に行われず、自分の考えを相
　手に伝えることができないままに劇の制作が始ま
　っていたのではないかと推察できる。
Ⅵ .  まとめ
　今回初めてアンケートをとり、このような形にま
とめてみたが、領域「表現」の考え方や「非言語コ
ミュニケーションへの気付き」、「メンバーの様々な
考えや創造性への気付き」や「人やモノへのかかわ
りが深まることで表現が豊かになり、表現力を増し
ていくことへの理解」など受容することに対して
は、劇の制作発表を経験して深めることができた。
しかし劇発表を経験したことで自分の考えを伝えや
すくなると予想していたが、「自分の考えを相手に
伝えることについて」の項目には変化が見られなか
った。作品に対する自分の感じ方や考えが持てるよ
うな取り組みを設けていなかったことが、「自分の
考えを相手に伝える」項目が変化しなかった要因の
一つとして考えられる。また質問の言葉の受け取り
方など要因は他にも考えられると思うが、この点に
関しては今後の課題として検討したい。
引用・参考文献
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資料１
保育内容指導法演習　表現　 　
総合的表現活動「劇の制作・発表」　           
１ 脚本について
　(1)作品のテーマを考える。
　(2)できるだけ説明を少なくする。（特にナレーション
　　 部分）
　　 説明の代わりに、どう感じて欲しいのか、何を想像
　　 して欲しいのかを念頭に入れてせりふを考えたり、
　　 音・音楽の入れ方や演じ方を考える。
　　 （子どもの心に響き、ワクワクしながら劇に参加で
　　 きるよう工夫にする）
　(3)物語の中の感情の動きを丁寧に表現できるようにす
　　 る。また役の特徴（性格）をせりふや動きで演じる
　　 ことにより明確な表現となり、見ている子どもにも
　　 劇のおもしろさが伝わる。 例えば「おおきなかぶ」
　　 や「３びきのこぶた」はストーリーがシンプルなの
　　 で、キャラクターや動きの特徴などを、少し拡大し
　　 脚色をすると演じやすい。
　(4)その場面が物語の今後の展開にとってどのように大
　　 切か、またはあまり意味がないものかなどを見極め
　　 て脚本を作る。
　　 (発表時間を15分くらいにするために、話を短くす
　　 る時は、ナレーターが一部分を読む形で、劇を進め
　　 こともできる )
　(5)既成の台本から探してきてもよい。
２昔話「さるかに」の台本の例
　(1)絵本「さるかに」からの抜粋　
　　 「はじめてのめいさくえほん  ６さるかに」
　　 いもとようこ　岩崎書店　
　　 かにが　おむすびを　ひろいました。
　　 そこへ　さるが　やってきて　いいました。
　　 「かにくん　この　かきのたねと　そのおむすびを
　　 とりかえっこ　しないかい？
　　 おむすびは　たべてしまえば　おしまいだけど、
　　 かきのたねを　うえれば、まいとし　どっさり　
　　 かきのみが　たべられるってもんさ！」
　　 かには　もっともだと　おもい、とりかえっこを
　　 しました。
　　 かには　さっそく　たねを　まきました。
　　 「はやく　めをだせ　かきのたね。　ださぬと　
　　 はさみで　ちょんぎるぞ！！」
　　 かきのたねは　ちょんぎられては　たまらないと　
　　 おもいあわてて　めを　だしました。
　　 「はやく　きになれ　かきのめよ　　ださぬと　
　　 はさみで　ちょんぎるぞ！！」
　　　　
　(2)「さるかに合戦」の場合　　　　　　　　        　　
　　  脚本　黒田静江
　　 ナレーター：「昔むかし　あるところに　いっぴき
　　　　　　　　  の　かにが　すんでいました」
　　　　　　　　　　　　　　（静かな波音）
　　 ナレーター：「きょうは　いい天気。かにが　浜辺
　　　　　　　　  で散歩をしていますよ。」
　　　　　（かにが、散歩している。効果音か音楽が入る）
　　 ナレーター：「おや　かにが何かを見つけたようで
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　　　　　　　　  すね。」
　　 かに： 「あっ、いいもの見つけた。美味しそうなお
　　　　　  にぎりだ」
　　　　　  「うちにもって帰り、子どもたちに　食べさ
　　　　　  せてあげましょ。」　
　　　　　　　　 （かにが、大きなおにぎりをゆっくり
　　　　　　　　  運んでいると、さるがやって来る。）
　　　　　　　　  （さるの動きを表わす音楽や効果音）
　　 さる： 「おーい、かにさん！  ぼくは　素敵な物をも
　　　　　  っているんだぞ。」
　　　　　  （手の中にある　柿の種を　かざして見せる）
　　 かに： 「それはなあに？」
　　 さる： 「これは、かきのたねだよ。きみが　持って
　　　　　  いるのは、おにぎりだろう」
　　 かに： 「おいしそうでしょ。さっき浜辺で　拾った
　　　　　 んだよ。」 
　　 さる： 「おにぎりは食べてしまうと、それでおしま
　　　　　  いだよ。でもね　柿の種を植えれば 柿の木 
　　　　　  になって、たくさんの実がなるんだよ。」
　　 かに： 「たくさん柿がなるの？」
　　 さる： 「そうだよ。今年も　来年も、　そのまた来年
　　　　　  も、　そのまたまた来年も・・・・ずっと　 
　　　　　  ずっと　実がなるんだよ。すごいだろう。」
　　 かに： 「すごいねえ。」
　　 さる： 「じゃあ、この柿の種と　おにぎり交換して
　　 　　　  やろうか。」
　　 かに： 「えっ、そんなことしてもいいの？」
　　 さる： 「いいさ。ぼくは　かにさんが　喜んでくれ
　　 　　　  ることが、うれしいのさ」
　　　　　 (かには少し戸惑いながらおにぎりを柿の種
　　　　　　  を交換する )
　　　　　　（さるはおにぎりを奪い取るようにする )
　　 ナレーター：「というわけで、かにとさるは　おに
　　　　　　　　  ぎりと柿の種を交換しました。」
　　　　　　　　　　　（音楽）
　　　　　 （さるはおにぎりを高く持ち上げながら舞台
　　　　　　左手に退場）
　　　　　 （かには　喜びを表現しながらゆったりと　
　　　　　　舞台右手に退場）
　　　　　　・ ・・・　（続く）・・・
資料２
「自分の役について、具体的にはどのような研究をした 
　か」 （アンケートより）
 ・子ブタの母親の役だが、自分のお母さんを参考にして
　役作りをしてみた。けれど少しオーバーにやり過ぎて
　しまった。
 ・子ども役は元気な、大きな声を出すようにした。また
　おじいさんの役ではなりきるようおじいさんの言葉遣
　いや声の出し方など特徴を研究した。
 ・見ている人が理解しやすいように、聞きやすいはっき
　りした声でゆっくり話す。
 ・しっかり台本を読み、どんな人物なのかを頭に入れる。
 ・ビデオを見てシンデレラの王子について研究し、服装
　や髪も王子をイメージできるようにした。クールな王
　子の雰囲気をイメージした。
 ・どのような気持ちでセリフを言ったらよいか考えた。
　役の特徴を頭に浮かべながら演じた。
 ・ニワトリの役なので、セリフを言ったニワトリの本当
　の気持ちはどうなんだろう、またこの時は何を考えて
　いるのかと思いながら、自分なりの感じ方を表現して
　いった。
 ・ 悪い役を演じるということで、不気味さなど研究した
　り、立ち位置なども考えた
 ・衣装や立ち位置など念入りに研究した。またセリフは
　できるだけ感情を込めて言うようにした。
 ・衣装にこだわり、見ただけでも役が分かるよう雰囲気
　が出せるようにした。見せ場の立ち回りを反復練習し、
　緊迫感が出せるようにした。
